
講演は、歯科診療時に患者さんに対して局所麻酔を使用する際や薬を処方する際に留意す

べき点についてご説明いただき、歯科での薬物使用の基礎的ルール、注意点、簡便な最大推

奨量算出方法について教えていただきました。また、実際の緊急時の対応について解説いた

だき、患者さんの体調が急変した際に応用できる内容でした。講演の最後には、「ためらわ

ず適切な対応をとる」ことの大切さについてお話しいただきました。

連 携 だ よ り
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歯科医療連携協力医研修会を開催しました

森 玲子 先生
東京都歯科医師会 センター担当理事

参加者からの感想

山口 さやか
副所長代行

これまで成人の局所麻酔の使用量については学んだ機会はあったのですが、小児の安全

な局所麻酔の使用量については疑問に感じていました。今回の研修会で安全でかつ簡便に

計算できる小児の局所麻酔の上限量の基準を学んで、明日からの臨床に応用してみようと

思います。また、アナフィラキシーショックのアドレナリンの使用量など、語呂合わせで

暗記しやすく解説していただき本当に有意義な研修会でした。ありがとうございました。

講師： 一杉 岳 先生

令和8年2月12日(木)午後6時30分より、

歯科医療連携協力医研修会を開催しました。

今年度もweb開催となりました。

今回は、「歯科の臨床で遭遇しやすい疾

患と対応について」をテーマに、日本大学

歯学部 歯科麻酔学講座 一杉 岳 先生にご講

演いただきました。

研修会は、森 玲子 東京都歯科医師会セン

ター担当理事、山口 さやか 副所長代行の

挨拶、平林幹貴医療連携室委員長が司会

進行を務めました。

本日は貴重なご講演ありがとうございました。

緊急時の対応について、歯科診療中をイメージした具体的なお話を聞くこ

とができて大変勉強になりました。今日学ばせていただいたことを活かし

て、安全で患者様に安心感を持っていただけるような歯科医療を提供

できるように努めます。



令和8年1月27日(火)午後6時30分より、障害者歯科機能連携委員会が開催されました。小田泰之副会

長のご挨拶にはじまり、当センターの運営状況、医療連携実績の報告後、委員長の三澤壮太郎先生

（板橋区歯科医師会）、副委員長の木村亮一先生（滝野川歯科医師会）と鈴木淳子先生（足立区歯科

医師会）の進行で協議を行いました。協議内容は、各地区口腔保健センターにおける「人員の確保」や

「緊急時の医科受け入れ先の確保」等についてを協議し、活発な意見交換が行われました。

当センターでは、今後も各地区の実情に合わせた医療連携を進めて参りたいと考えております。

障害者歯科機能連携委員会が開催されました

令和8年度 東京都立心身障害者口腔保健センター研修会一覧

「東京都歯科医師会誌PAPYRUS」

令和8年２月号に、当センターの

研修会一覧を同封いたしました。

研修内容の詳細につきましては、

センターホームページと合わせて

ご覧ください。

東京都歯科医師会の公式アプリ

「都歯研」からもお申込みいただけ

ます。

「連携だより」に関する問い合わせ：東京都立心身障害者口腔保健センター・医療連携室
TEL（03）3235-1141（代）/ FAX（03）3235-1144
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